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第
二
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六
代
目

熊
野
町
長

三
　
村
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商
工
会
青
年
部
の
平
素
の
活
発

な
活
動
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
今

年
、
熊
野
町
は
大
正
7
年
に
町
制

を
施
行
し
1
0
0
年
と
い
う
大
き

な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
行
事
を
企
画
し
、
青
年
部

の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
頂
く
こ

と
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ご
承

知
の
と
お
り
7
月
6
日
に
発
生
し

ま
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
熊
野
町
も
甚
大
な
被
害
を
蒙

り
ま
し
た
。
12
名
の
方
が
犠
牲
と

な
ら
れ
、
家
屋
な
ど
の
物
的
損
害

も
甚
大
で
し
た
。
熊
野
町
始
ま
っ

て
以
来
の
災
害
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
制
1
0
0

周
年
の
記
念
行
事
は
ほ
と
ん
ど
中

止
し
、
現
在
、
災
害
復
旧
に
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き

年
が
大
災
害
の
年
に
な
っ
た
こ
と

は
遺
憾
に
堪
え
ま
せ
ん
が
、
熊
野

町
は
町
民
一
丸
と
な
り
こ
の
大
災

害
を
乗
り
越
え
、
更
な
る
発
展
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
青
年

部
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
若
い
力
を
お

貸
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
筆
ま
つ
り
の
実
施
に
つ

き
ま
し
て
も
賛
否
あ
り
ま
す
が
、

例
年
通
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

熊
野
町
の
再
出
発
の
起
爆
剤
と
し

て
く
だ
さ
い
。
共
に
こ
の
大
災
害

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

8
月
10
日
に
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
行
わ
れ
た
カ
ー
プ
対
巨
人
戦

に
お
い
て
、﹁
熊
野
町
﹂
わ
が
ま

ち
魅
力
発
信
隊
と
し
て
筆
ま
つ
り

の
P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

熊
野
筆
を
使
っ
て
の
応
援
ボ
ー

ド
作
り
を
企
画
し
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
に
熊
野
筆
を
使
っ
て
、
カ
ー

プ
と
選
手
に
思
い
思
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

試
合
も
カ
ー
プ
の
快
勝
、
熊
野

筆
効
果
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！

筆
ま
つ
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

当
日
配
布
を
す
る
中
、
た
く
さ
ん

の
方
に
﹁
大
丈
夫
で
す
か
？
﹂﹁
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。﹂
な
ど
な
ど
、

災
害
復
旧
に
向
け
て
の
温
か
い
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
︵
土
︶
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
む
け
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

後
迫
鉄
工
㈱
︵
城
之
堀
︶
様
へ
、
土
砂
撤
去
の
手
伝
い
を

行
い
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
２
週
間

経
過
し
て
な
お
、
被

害
の
傷
跡
は
大
き

く
、
事
業
再
開
へ
の

道
の
り
は
…
考
え
る

だ
け
で
同
じ
事
業
者

と
し
て
、
気
が
遠
く

な
る
大
変
な
こ
と
だ

と
痛
感
し
、
力
が
入

り
ま
し
た
。

　

大
し
て
お
役
に
は

立
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
、
若
い
私

た
ち
が
こ
の
大
災
害

を
乗
り
越
え
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
こ
う
と

身
を
引
き
締
め
る
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

熊
野
町
長
挨
拶

熊
野
町
長
挨
拶

部
長
あ
い
さ
つ

部
長
あ
い
さ
つ

青
年
部
活
動
報
告

青
年
部
活
動
報
告

こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨
に
よ

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族

の
皆
様
に
対
し
、
深
く
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
の
安
全

と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
と
共
に
あ
る
商
工
会
青
年

部
と
し
て
、
商
工
会
組
織
が
連
携

し
、
私
た
ち
に
で
き
る
復
興
支
援

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
暮
ら
し

が
、
少
し
で
も
早
く
平
穏
な
日
々

に
戻
り
ま
す
よ
う
。

﹃
見
せ
よ
う

　
　
熊
野
の
底
力
﹄

販売価格：3,000円（税込）

熊野町町制100周年を記念して、筆まつりとのコラボTシャツが出来ました。
筆まつり当日、熊野中学校グランドで限定販売いたします！



第84回

朝日新聞・日刊スポーツ・日刊工業新聞・株式新聞

朝日新聞サービスアンカー

1 854-8517
5 854-8238

熊野販売所
安芸郡熊野町柿迫11-12中 国 新 聞

日本経済新聞
毎 日 新 聞
産 経 新 聞

ASA熊野
熊野町柿迫18-2

1854 -2868
5854 -1533

熊野阿戸販売所
安芸区阿戸町6626

1856-0230
5856-0886

取扱い新聞名

　筆の市通りでは熊野筆事業者、約30社の

出店を予定しています。書道筆から画筆、全

国的な広がりを遂げたメイク筆など特別価格

で販売します。学童用の筆から、プロ指向の

物まで幅広い商品が並びます。

　また、1本100円と有料になりますが、筆

の名入れを実施します。この機会にお気に入

りのオリジナル筆を手に入れてください。

　雨天の場合は熊野中学校体育館にて筆の販

売を行います。

筆の市通り9月
日２３

筆まつり
一年に一度のお楽しみ!!

広島県出身。岡田真実（左：Mami  Okada)、岡田賀江（右：Norie  Okada)  による姉妹デュオ。2008 年にメジャーデビュー。JA共済広島、エー
ス JTB、広島トヨタなど、これまで 20 本を越える CM ソングやテーマソングを手がけ歌っている。2013 年、広島東洋カープ地元開幕戦にて初と
なる国歌斉唱をつとめる。今年 5月には 3度目となる国歌斉唱を披露。2014 年 4 月、広島東洋カープ菊池涼介選手の登場曲に「#33」が起用され、
この曲のYouTube での再生回数は 34万回を越え話題となっている。菊池涼介選手からの「僕の人生を曲にして欲しい」という依頼で生まれた「え
がお」をリリース。タイトルは菊池涼介選手自身がつけた。堺正章さん司会の人気番組、テレビ東京「THE  カラオケ★バトル」都道府県対抗！ご
当地歌うま王決定戦に広島県代表として姉・真実が出演。ルーキーズカップでは ,  妹・賀江が高得点を出し , 優勝を果たした。

「Mebius」プロフィール

山根 梨花さん 山本 小夏さん山根 梨花さん 山本 小夏さん

第17
代 ふで娘

＊出演開始時間はおおよその目安です。平成30年 第84回筆まつりステージ予定表平成30年 第84回筆まつりステージ予定表
現在、筆を使った芸術家として、活躍中の書家詩人、
坂口赤道さん、手紙家「くま」さん、いのちの伝達人
「直」さんが来場され、
素敵な作品を即興で制
作してくれます。思い
出に残るあなただけの
作品を手にいれてみま
せんか？

筆を使った芸術家が登場!!筆を使った芸術家が登場!!

制作時間
　約20分～30分

12：45～

13：05～

13：35～

14：00～

14：20～

14：40～

15：00～

15：20～

いぐいま

Walk Out

ゲスト　南一誠

児玉ユミ音楽院　フィンガー・ジュニア

インフマン

DANSPORT

Preap J-POPダンス

ケイ・ダンスカンパニー＆ジャズキッズ

9：55～

10：00～

10：30～

10：45～

11：15～

11：35～

12：00～

オープニング

熊野中学校

チャコ　新体操クラブ

ダンス＆フィットネススタジオG-1

レモンガーデン

ゲスト　Sea

ゲスト　Mebius

Mebius
西日本を中心とした記録的な大雨により被災された皆様、ならびにそのご家族の皆さまに心よ
りお見舞い申し上げます。一日も早い復旧と被災された皆さまのご健康を、心からお祈り申し
上げます。

私たちの生まれ育った熊野町。大好きな町。
美しい自然に囲まれ、そこに暮らす人々に育ててもらいながら、夢にむかい歌って来ました。
今も家族のように地元の皆さんが私たちの背中を押してくれます。

そんな故郷で災害がおき、悲しい気持ちでいっぱいです。
小さな力かもしれないですが、私たちもできることを一つずつ。復興に向けて寄り添いながら、
一緒に歩いていきたいと思います。

二年ぶりの筆まつり！
この日は、心を休めにMebius の歌を聴きに来てくださいね。
お待ちしています！
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